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長野県における山地災害危険度情報の整備
山地災害危険箇所を2つの視点から抽出

長野県土の約 8割を占める森林は、「緑の社会資本」と
して多様な機能を有しており、社会生活において重要な
役割を担っています。しかし、起伏に富んだ山塊は、山
地災害など幾多の自然災害発生地となっており、近年で
は局地的な豪雨により、甚大な被害が発生しています。
これを受けて、長野県では、「森林の土砂災害防止機能」
を高度に発揮させ、防災機能の強化を図るため、「適地適
木・適正管理（立地環境に適した樹種を植栽し、適正に
管理する）による森林づくり」を基本理念とした「災害
に強い森林づくり」を推進しています。「災害に強い森林
づくり」を行っていくためには、適地適木・適正管理さ
れていない森林、言い換えると災害が発生しやすい森林
や崩壊地など山地災害が発生するおそれのある場所（山

地災害発生危険箇所）を効率的に見つけ、治山事業を実
施していく必要があります。しかし、長野県には約 68
万 ha という広大な民有林があり、さらに崩壊のおそれ
がある場所も多いという特徴があるため、全ての災害発
生危険箇所を見つけることは容易ではありません。
アジア航測は、「平成 28年度山地災害の危険度情報整
備事業」を受託し、長野県が保有する長野県民有林航空
レーザ測量データ及び既存の森林資源データ等を利用し、
「地形や地質の特徴に基づく危険度（山腹崩壊危険度）」
と「森林における立木の混み具合（森林の管理状態）」の
2つの視点から解析を行い、これらを総合的に評価する
ことで山地災害危険箇所を抽出しました。本稿では、そ
の成果の一部をご紹介します。

はじめに

山腹崩壊危険度は、地形の特徴（傾斜、縦・横断面形、
土層深）や林齢および地質を組合わせて評価しました（表
1）。これまでは、100m× 100mのメッシュサイズで調
査者が等高線図等を判読することで評価していましたが、
本事業では、GIS で山腹崩壊危険度の評価項目を全県単
位で自動的に算出し、山腹崩壊危険度を評価しました。
また、航空レーザ測量データから高精度なDEM（標高
モデル）データを作成し、10m× 10mのメッシュサイズ
で山腹崩壊危険度を評価することで（図 1）、従来の方法
では捉えることのできない、局所的な危険箇所を把握し
ました。
広大な長野県
の民有林全域に
対し、一律に評
価することで、
山腹崩壊危険度
の高い場所がど
こにあるかを把

握することが可能となり、予防治山計画をどこで重点的
に策定すべきかの判断に有用な基礎資料を作成すること
ができました。

山腹崩壊危険度
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表1　山腹崩壊危険度判定表

山腹崩壊危険度判定表は、山地災害危険地区調査要領
（平成28年林野庁）による

図1　山腹崩壊危険度
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本報告では、レーザ測量データと既存の森林資源デー
タを使い、山地災害危険箇所を抽出しました。アジア航
測は、空間情報コンサルタントとして、高精度で均一な

航空レーザ測量データを使った高度な解析技術により、
災害に強い森林づくりの推進に貢献します。最後に、本
稿掲載の許可を頂きました長野県にお礼申し上げます。

おわりに

従来の林業では、立地環境に適した樹種を選定し、植
栽を行う「適地適木」が実施されてきました。
しかし、「適地適木」で造林された森林でも、間伐等の
施業がなされていない場合は、過密な状態となり、樹木
の幹は細く、根系は発達不良で、不安定な状態で成立し
ています。一方、間伐等の施業を行うと森林の根系が発
達し、山腹の表層崩壊に対し効果があることが近年の研
究成果からわかってきました。すなわち、「適地適木」と
いう条件以外にも、「適正管理」されている森林は災害に
強いと考えられます。
そこで、「災害に強い森林づくり」に向けて適正な森林
管理を行っていくための指標として、航空レーザ計測デー
タを活用し、単木の樹頂点を抽出することが出来る針葉
樹の収量比数Ry（森林の混み具合の指標）を算出しまし
た。この結果から 10m× 10mメッシュ収量比数区分図
を作成し、局所的な森林の疎密状態の把握と、森林の管
理状態の評価を行いしました（図 2）。

森林の管理状態

山地災害危険箇所は、山腹崩壊危険度の評価
と森林の管理状態の評価を重ね合わせ、評価し
ました（表 2）。地形の評価（山腹崩壊危険度）
と森林の評価（森林の管理状態）を組合わせる
ことで、放置した場合の崩壊の危険性について
評価しました（図 3）。タイプA（特に整備優先
度が高い森林）からタイプD（現況で良好な森林）
は整備優先度を示しており、優先的に整備計画
を策定すべき場所（山腹崩壊危険度が高く、か
つ森林の管理状態が悪い場所）を把握しました。

山地災害危険箇所
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図3　山地災害危険箇所

図2　収量比数Ry

表2　山地災害危険箇所の評価タイプ区分
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